


■ 周南市は、山口県の東南部に位置し、北は中国
山地を背に、南は瀬戸内海を望み、その海岸線に
沿って大規模工場が立地し、それに接して東西に
比較的幅の狭い市街地が続いている。
北側には、なだらかな丘陵地が広がり、その背後

の広大山稜には農山村地帯が散在している。また、
島しょう部は、瀬戸内海国立公園区域にも指定さ
れており、美しい自然景観を有している。

■ １５２,９７９人 （平成２２年８月３１日現在）

◆周南コンビナート

多種多様な基礎素材品とこれを原料とする化学製品を生産する無機化学と
有機化学が融合する複合化学コンビナート
○多種多様な国際競争力のある製品

・東ソー ：塩化ビニルモノマー（国内第１位）、苛性ソーダ（国内第１位）
・トクヤマ：多結晶シリコン（世界第３位）、窒化アルミニウム（世界第1位）

○自家発電量：１２８万ｋｗ （国内第2位の四日市コンビナートの１．８倍）

【製造品出荷額等（平成２０年工業統計：経済産業省）
○周南市 １兆９５００億円

※山口県内の約２７．４％を占め、全国市町村中２２位に位置する。

◆周南コンビナート

多種多様な基礎素材品とこれを原料とする化学製品を生産する無機化学と
有機化学が融合する複合化学コンビナート
○多種多様な国際競争力のある製品

・東ソー ：塩化ビニルモノマー（国内第１位）、苛性ソーダ（国内第１位）
・トクヤマ：多結晶シリコン（世界第３位）、窒化アルミニウム（世界第1位）

○自家発電量：１２８万ｋｗ （国内第2位の四日市コンビナートの１．８倍）

【製造品出荷額等（平成２０年工業統計：経済産業省）
○周南市 １兆９５００億円

※山口県内の約２７．４％を占め、全国市町村中２２位に位置する。
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製造品出荷額と従業員数

製造品出荷額（万円） 従業員数

周南市 １９５，１５１，４９１ １１，６４０

山口県全体 ７１１，８３０，７９３ １０２，９３５

周南市の割合 ２７．４％ １１．３％

資料：平成２０年工業統計より

周南市の財政規模と税収

周南市の財政規模 ６６７．７億円

市税収入総額 ２６５．０億円 主要５社で税収
全体の約２４％
を占める

主要5社か
らの税収

法人市民税 ５．６億円

固定資産税 ５７．４億円

資料：平成２２年度周南市財政資料より

■主要企業６社の従業員の失業による

県民所得の減少

⇒ ３５３億円

■撤退企業による需要の消滅による企

業所得の損失

⇒ ９７３億円

※その他関連企業への影響を含め、

計り知れないほどの大きな損失

が想定される。

（資料）

次世代周南コンビナート形成基本戦略（H19.3)

平成１７年有価証券報告書、営業報告書等から

㈱日本総合研究所が試算

≪参考データ≫

周南コンビナートの主要企業が撤退した

場合の所得損失
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工業用水道名 給水能力
（㎥／日）

契約水量
（㎥／日）

料金
（円／㎥）

末武川 ８，７００ ８，７００ 29.8

周南 ４３６，８００ ４３６，８００ 9.2～26.3

向道・川上 １６８，０００ １６８，０００ 4.9～6.5

富田・夜市川 ９４，２００ ９４，２００ 29.8

合計 ７０７，７００ ７０７，７００

課題

４水系に余裕水がない。他水系から遠い
⇒各工場の拡張、新規工場の誘致が困難

■ 周南地区工水利用者協議会
について

○構成：コンビナート企業１９社と周南市１市
（会長：㈱トクヤマ）

○目的：工水・上水の安定供給を確保する

ため、相互の緊密な連携を図る。

○自主節水の実施状況
菅野ダム系において
５０％以上～ほぼ毎年
６０％以上～２年に１度ペース
７０％以上～５年に１度ペース
７５％以上～過去２度経験(H6,H14）

⇒操業に影響

■概要
山口県企業局の４つの工業用水道事業により、７０７，７００

㎥／日の工業用水を供給している。
しかし、周南地区の水需要は、すでに給水能力を満たして

おり、これ以上の増量には対応できない状況である。

コンビナート企業の「水」に
対する不安を解消すること。

課題
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新南陽浄化センター

徳山中央浄化センター

1

徳山東部浄化センター

下水処理場の位置図

1
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下水リサイクル
（下水）

海 水 淡 水 化

（下水＋海水）

工場排水リサイクル
（下水＋工場排水）

下水処理水リサイクル事業化調査
（平成２０年度中国経済産業局）

臨海工業都市における水資源循環システムの低炭素・
低動力プロセスの開発 （平成２０～２１年度中国経済産業局）

管理法人（実施主体）：㈱神鋼環境ソリューション

実用化に向けた継続研究 （平成２２年度 周南市）

委託先：㈱神鋼環境ソリューション

省水型環境調和型水循環プロジェクト（ｳｫｰﾀｰﾌﾟﾗｻﾞ事業）
（平成２２～２５年度 ＮＥＤＯ事業）

実施主体（委託先）：海外水循環ソリューション技術研究組合

新南陽浄化センターをモデルに調査

徳山東部浄化センター内に実証プラント

（実証プラントの規模：５０㎥／日）

徳山中央浄化センター隣地に建設中
（実証プラントの規模：４１０㎥／日）

現在、実用化に向けた研究が行われている徳山
東部浄化センターに立地する実証プラント
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○新たな工業用水の確保

⇒企業立地の促進（地域の雇用と経済を守る）

⇒地域の持続的発展を支える水資源循環の構築

○水ビジネスの国際展開に向けた国内開発拠点
⇒官民連携による実用プラント建設～運営・維持

管理運用実績に基づく水ビジネスへの貢献

【目的】

周南地域における新たな工業用水の確保を図るため、
「臨海工業都市における水資源循環システムの低炭素・
低動力プロセスの開発 （平成２０～２１年度中国経済産

業局委託事業）」の実証成果を踏まえ、企業と行政が連
携・協働して、工業用水としての利活用の可能性等につ
いて、協議・検討し、報告書をまとめる。

【構成】
山口県、周南市、周南コンビナート企業【㈱トクヤマ、東

ソー㈱、日新製鋼㈱、出光興産㈱】、造水プラント企業
（㈱神鋼環境ソリューション）、中国経済産業局、中国地方
整備局、山口大学

※事務局：山口県商工労働部商政課
※周南市の役割：実用プラント整備案の提示等

【進捗状況】

・第１回（７/２３） 事業概要の説明及び意見交換
・第２回予定 プラント整備案の説明及び意見交換
・第３回予定 報告書とりまとめ

現在、検討中の事業（案）

事業の推進体制について

周南地域造水プロジェクト推進会議

○実証研究成果をもとに、２０，０００㎥／日規模
の低動力海水淡水化造水プラントを整備する。

○生産水（再生水）を山口県企業局へ売水する。

○平成２６年度からの供用開始をめざす。

事業の目的

周南市 県企業局 コンビナート企業
売水 供給
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造水プラント

造水プラント（下水＋海水）整備イメージ

新南陽浄化センター内に実用プラントを設置

海 水

下水放流水

生産水

放流

富田・夜市川工業用水道

建設予定地

山口県港湾用地

敷地面積 ２０，１５８㎡

用途：工業地域 建ぺい率：６０％
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造水プラントの処理プロセスについて

新南陽浄化センター
（既設）

膜処理

（下水ＲＯ）

低圧力で資源を有効利用 有効利用促進

工業用水

工
業
用
水
配
管
接
続海水取水設備 前処理

（ＭＦ）
混 合

膜処理

（混合水ＲＯ）

動力低減
（低炭素・低動力）

下水ＲＯ濃縮水と海水を混合

⇒塩濃度低減

＜下水放流水取水＞

＜海水取水＞

放流
山口県
企業局

工業用水

■水量設定 ⇒ 下水放流水の全量を年間の流量変動に合わせて利用し、２０，０００㎥／日の水を生産する。

項目 下水取水量（㎥／日） 海水取水量（㎥／日） 放流水量（㎥／日）

夏季 １７，５００ ９，０００ ５，２００

冬季 １２，５００ １７，６００ ９，５００
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海水淡水化
（下水＋海水）
海水淡水化
（下水＋海水）

造水プロジェクト（第１弾）

臨海工業都市における水資源循環

システムの低炭素・低動力プロセス

の開発

造水プロジェクト（第１弾）

臨海工業都市における水資源循環

システムの低炭素・低動力プロセス

の開発

平成２０～２１年度

■低炭素・低動力海水淡水化システ
ムの実用化検討（実証研究継続）

■造水プラント整備計画の策定
■水循環フォーラム（仮称）の開催

■低炭素・低動力海水淡水化システ
ムの実用化検討（実証研究継続）

■造水プラント整備計画の策定
■水循環フォーラム（仮称）の開催

新南陽浄化センターを活用した実用プラント

整備に向けた事業手法、コスト、課題整理

平成２２年度

造
水
プ
ラ
ン
ト
の
整
備

次なる展開

工場排水ﾘｻｲｸﾙ
（下水＋工場排水
工場排水ﾘｻｲｸﾙ
（下水＋工場排水

造水プロジェクト（第２弾）

■省水型環境調和型水循環プロジェクト
（ウォータープラザ事業：北九州・周南市）

・造水技術及び管理運営ノウハウの
蓄積と情報発信

＜実証研究期間＞
平成２２年度～平成２５年度

造水プロジェクト（第２弾）

■省水型環境調和型水循環プロジェクト
（ウォータープラザ事業：北九州・周南市）

・造水技術及び管理運営ノウハウの
蓄積と情報発信

＜実証研究期間＞
平成２２年度～平成２５年度

徳山中央浄化センターを活用した実証研究

を通じ、官民連携の管理運営ノウハウ蓄積

平成２２～２５年度

平成２３～２５年度

造水プラント
詳細設計・建設
造水プラント

詳細設計・建設

許認可、補助採択、

官民連携体制、環境

アセス等

９

実証成果

活用

造水プロジェクトのポイント
（関係者全員がＷＩＮ）

■周南市
工業振興、下水道収益事業

■山口県
工業用水の増水及び渇水対策

■コンビナート企業
増設、新規事業展開

■造水プラント企業
実用プラント実績（海外展開）

■国
水ビジネス国際展開（成長戦略）



平成２２年度 平成２３年度 平成２４・２５年度 平成２６年度

■実証研究の継続

■プラント整備計画策定

プラント設計、建設費

造水コスト・水質、送水方法

法的整理、補助金調整他

■水資源循環フォーラム（仮称）

平成２３年２月中旬予定

■予算措置要望

造水コスト低減策

国・県との連携

■詳細検討

官民連携体制の確立

環境影響調査

漁協対応等関係機関

との調整

プラント建設
供用開始

スケジュール（想定）

検討課題

検討項目 検 討 内 容

国の支援措置 造水コスト低減に向けたプラント整備に対する補助制度の活用及び創設

法的課題 下水道法許認可、水濁法、瀬戸内海環境保全対策特別措置法等

建設～管理手法 造水事業の収支計画、官民連携（建設～運営）体制等

送水・売水契約 既存工業用水道配管との接続、混合供給企業への調査、売水契約等
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